
［野上⼩］学校（３・４）年 Ｒ５ふるさと教育・起業家教育の視点を取り⼊れた単元報告シート 作成者名【⼭本 乃菜】
●●●●＝必ず記⼊ ○○○○＝計画に応じて該当するところを記⼊

めざす⼦ども像 ・⼀⼈⼀⼈が井原市の魅⼒について知り、他者に伝えることができる。
・⾃分で⽅法を考えたり、友達と協⼒して考えたことを⾏動に移したりすることができる。

学年・学期にお
ける探究課題 井原市を知る

単元名 ⾒つけた︕井原の魅⼒（全５０時間＝実施時期︓４⽉〜１２⽉）

単元のねらい ・井原市の「もの」「ひと」と関わりながら、⾃分たちで調べたり体験したりすることで、井原市の魅⼒について知ることができる。
・いろいろな「ひと」と関わる中で、井原市に対する思いを知り、⾃分たちにできることを考えて⾏動することができる。

課題設定 情報収集 整理・分析 まとめ・表現

主な活動 井原市について知っていることや良さに
ついて出し合い、学習課題を設定する。

調べ学習やインタビュー、⾒学、体験な
どを通して、井原の魅⼒について探る。

集めた情報を元に、井原市の魅⼒を整理
する。

だれに、どんなことを伝えたいのかを明
確にしたうえで、まとめ、発信する。
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もの
井原堤

ひと
井原市⻑
おのはなこ商店

野上⼩学校児童

しごと（こと）

葡萄浪漫館
クロキ株式会社
井原商⼯会議所

その他

引
き
出
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いばら愛
（郷⼟愛と当事者性）

井原市の魅⼒について、知っていること
を伝えることができる。

井原市の良さや⼈の思いを知ることがで
きる。「もの」「ひと」「しごと」に進
んで関わることができる。

井原市についての情報を集め、新たな魅
⼒について気付くことができる。

⾃分たちが⾒つけた井原市の魅⼒につい
て、⾃分の⾔葉で伝えることができる。

やり抜く⼒
（向上⼼と忍耐⼒）

⾃分たちが選んだテーマについて詳しく
知ろうとしている。

最終的にどんな形でまとめるのか、学習
のゴールを決めることができる。

まき込む⼒
（発信⼒と協働性）

相⼿に質問をしたり、思ったことを伝え
ることができる。

友達と意⾒交換したり、⾃分が感じたこ
とを伝えることができる。

だれに伝えたいかをはっきりさせて、⾃
分の思いを伝えることができる。

アウトプット
の⼯夫

◆ 実際に連携・接続・交流した他学年、他校（園）種、外部団体等
⼤⾆市⻑、おのはなこ商店、クロキ株式会社、井原商⼯会議所

◆ 実際に関連付けた教科・領域、学校⾏事等
国語科「聞き取りメモの⼯夫」
社会科「わたしたちの住んでいるところ」
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〈R5〉野上⼩学校・３・４年 単元名『⾒つけた︕井原の魅⼒』の流れ（探究過程）と活動の実際 担当【⼭本 乃菜】
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◆成果（○）・課題（△）・来年度に向けて（☆）
○井原の魅⼒について体験や⾒学などを通して、⾃分の⽬で知ることができた。
△複式学級で、デニムに関する体験や活動を隔年で実施している。それらと単元が合うように⾒直す必要がある。さらにR4、５ともに３・４年⽣はデニムを扱った学習になった。視点を変え
たり、単元を再検討したりする必要がある。
☆単元構成の⾒直し、修正をする。

☜

☜

◆単元のねらい
・井原市の「もの」「ひと」と関わりながら、⾃分たちで調べたり体験したりすることで、井原市の魅⼒について知ることができる。
・いろいろな「ひと」と関わる中で、井原市に対する思いを知り、⾃分たちにできることを考えて⾏動することができる。

⾃分が調べていき
たいことを考える。

井原市について
知っていることや
良さを出し合う。

タブレットを活⽤して
調べ学習をする。

インタビューや体験、
⾒学をする。

今後の学習計画を
⽴て、⾒通しをもつ。

集めた情報を出し合う。
発信するときに
必要な情報を
精選する。

各⾃で調べたことを
まとめる。

もっと井原の魅⼒を
⼯夫して伝えること
ができる⽅法を
考える。

発表を聞き合う。 「井原の魅⼒すごろく」
を作成し、学級で楽しむ。


